
評価結果
評価結果を踏まえた今後の方針

4 研修受講者は全員が研修を修了している。

4 研修受講経費については、助成制度を最大限活用。研修受講者は報告会を開催し、周囲の職員と成果を共有するこ
ととしている。

地方分権、住民ニーズの多様化等を背景に、職員の資質向上が強く求められており、職員研修は市のあらゆる事業
の実施に貢献していると考える。しかし、数値でその有効性を示すことは非常に難しい面がある。
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研修成果の業務への活用状況の上位評価率
 *所属長による評価3段階中上位2段階の率
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　職員研修の実施については、有効性の評価が難しい。
　そこで、平成22年度から、自分が研修で身につけたスキ
ルを業務にどのように活用するかを記載する「研修受講
シート」を、研修受講者自身が作成し、所属長がその活用
状況を3段階で評価することにより、研修の効果測定を行
うこととした。
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